
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                   

 

 

１．はじめに 

  小久慈朝市は、「住みよいまち、戻って来たいまちづくり」を目指す、久慈市の 

「未来づくり事業」を取り入れ、平成３０年、令和元年と久慈市地域づくり振興課 

の指導の下でまちづくり協議会「小久慈朝市チーム」が主体となって企画し、交流 

ふれ合いの場として賑やかに開催して来ました。 

２．コロナ対策で 

 今年はコロナ感染防止で例年７月からの朝市を中止として来ました、久慈市でも 

コロナ感染者が発生しましたが、接触者の検査も終わり、広がりを見せていません。 

 朝市チームは、何度も出店者の訪問を行い、会議を重ねコロナ対策を盛り込んだ 

「出店要領」も作成、万全の体制を整え１０月から朝市を開催することとしました。 

３．いよいよ朝市です 

――――マスクの着用・アルコール消毒・受付・検温・名簿記入お願いします―――― 
 今年度実質第１回となる小久慈朝市は 

10 月 11 日（日）８時から開催します、 

例年７時３０分頃には並んで待っている 

状態でしたが、コロナ対策を考えて開会 

８時からお出で下さい。 

新米、野菜、果物、お餅、団子、カフェ 

等の他、山根未来づくりべっぴんべっぴんべっぴんべっぴんカフェカフェカフェカフェ    

チームチームチームチームの「軍配餅」も出店予定、買い物 

と交流をお楽しみ下さい。 

 

※37.5 度以上の発熱・風邪の症状のある方は来場を控えてください。 

※受付では検温や名簿記載をお願いします。《マスクを１人一枚お配りします。》 

※入場口は 1 カ所とし、会場では、マスクの着用、手指の消毒、人と人の距離に注意してください。 

《入り口、休憩コーナーには消毒用アルコールを設置します。》                      

４．今年は少ない交流の場です―文化財保存室も開館 

 コロナ感染防止対策のため三大事業（運動会、敬老会、文化祭）は中止し、他の多くの事業も中止

となっています、その中で「小久慈朝市」は１０月、１１月のみですが、開催する事になりました。 

  今年は少ない「友達との出会い、地域の交流」の場です、皆さんのお出でをお待ちしています。 

  文化財保存室も開館します。地域の歴史資料が沢山展示されています。お子さん、お孫さんも連れ

てご来場下さい。出店者、主催者より重ねてお願い申し上げます。 

  なお、不測の事態が発生した場合は事前に宣伝カーでお知らせ致します。 

問合せ：小久慈市民センター  ☎５９－３０５１/ 朝市チーム代表 渡邉悦男 携帯 090-6251-4405 

 令和 ２ 年 10月１日発行     小久慈まちづくり協議会広報                第 54号（１） 

小久小久小久小久慈慈慈慈    

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
通通通通
信信信信 

 

第 54 号 
令和 ２  年 10 月１ 日 

小久慈まち づくり 
協議会広報委員会 

久慈市小久慈町
21-47-14  

小久慈市民センター 

電  話  59-3051 

（４）令和 ２ 年 10月１日発行       小久慈まちづくり協議会広報            第 54号 

小久慈朝市やります!! 
10 月 11 日（日）８時～ 会場：旧長内中学校 
           

 

 

小久慈プレイヤーズスポーツ少年団は、マク

ドナルド・トーナメント久慈市予選で優勝し、

9月27日大船渡で行われた岩手県大会一回戦

でオール豊間根野球スポ少(下閉伊南部)と対戦

４対６で惜しくも敗れました。 

頑張った選手、応援の皆さん大変お疲れ様

でした。 

◎◎◎◎新人戦県大会新人戦県大会新人戦県大会新人戦県大会結果結果結果結果    

一回戦 ７：３ 福岡ジャガーズ（二戸） 

二回戦 ３：２ 黒沢尻北スポ少（北上） 

三回戦 ３：13 千徳小スポ少（宮古）  

 

小久慈プレイヤーズスポーツ少年団 

マクドナルド・トーナメント岩手県大会惜敗 

新人戦  県大会準々決勝進出（ベスト 8） 
活 躍  
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幸町町内会が、平成 27 年に幸橋付近の河川敷に整備し管理している 

「幸町パークゴルフ場」は 18 ホール有り、幸町町内の人に限らず誰でも 

自由に利用出来ます。 

身近に有る幸町パークゴルフ場でパークゴルフ＆ウォーキングが出来ます、 

安全に配慮しながら気軽にプレーを楽しんでください。（幸町町内会より） 
 

幸町パークゴルフ場利用のお知らせ 
 

新米・野菜・果物・団子・餅・小久慈焼・コーヒー・山根の軍配餅等出店予定 

コロナ感染予防のお願い 

 

 

 

 

山根べっぴんカフェの軍配餅に「じゅうね味噌を付けたら美味しいかも」との話題から、 

「じゅうね（エゴマ）栽培」の活動が走り出しました。 

  市民センター外谷所長の調べで県農政部が「きらり輝く❝むらのお宝❝産地化大作戦事業」

を公募しているのが分かりました。 

  趣旨は「県北地域の特色ある農畜産物等の生産振興に取り組む活動組織の取り組みに支援」

するものです。令和２年度の申請は８月２６日まででした。 

 今回の申請を逃すと一年待たなくてはならないので、急遽お盆過ぎの８月１８日に１０名が

集まり「小久慈エゴマ健康食品研究会（仮称）設立準備会」が開催され、趣旨や活動等話し

合い直ちに「設立総会」に移行し、「小久慈じゅうね研究会」（代表大井正信）を立ち上げ

ました。 

  会の目的は「古来より地域で栽培され、食されていた農産物エゴマの生産を復活させ遊休

農地の解消に努め農地を守り、健康づくりに役立て、農業の振興と地域の活性化に取り組む」

というものです。 

  エゴマ栽培の先進地である軽米地区を見学し、来年度の栽培を目指します。 

  興味のある方は研究会に入会(年会費 1,000 円）下さい。又町内で「じゅうね栽培」可能

な遊休農地をご紹介下さい。 

                      問合せ：小久慈市民センター  ☎ ５９－３０５１ 

 

じ
ゅ
う
ね

じ
ゅ
う
ね

じ
ゅ
う
ね

じ
ゅ
う
ね
（（（（
エ
ゴ
マ

エ
ゴ
マ

エ
ゴ
マ

エ
ゴ
マ
））））
研
究
会

研
究
会

研
究
会

研
究
会
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト    

※じゅうね（エゴマの方言）： シソ科   インド、中国



す る  

第３部では両講演を受けての質疑と避難所運営について意見交換を行いました。 

参加された皆さんより、コロナ対策での避難所設営、運営はセンター職員２名 

では不足であり、関係、隣接町内会等から「避難所サポーター」を出して、 

避難者が来る前に設営するようにすべきだ。等の貴重な意見があり、早急に 

「サポーター体制」を整えることとしました。その際はご協力お願いします。 

第４部は教養文化室に移動して２ｍ四方（４㎡）の簡易型避難所用テント 

の組み立て、解体訓練を３班でワイワイと話合いながら行いました。 

１回で素早く設置、解体ができ、講師からお褒めをいただきました。 

５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 
  今回の「避難所運営」研修会にはまちづくり役員 

（町内会長８名、各部長等 10 名）、各地区公民館関 

係者等１８名、地域づくり振興課１名、やませデザイ 

ン会議２名、市民センター２名、消防防災課３名、 

合計 44 名(講師含む)で、コロナ禍での避難所設営や 

運営を学び、更に参加者のご意見から「避難所サポー 

ター」の立ち上げも行うことが出来ました。 

  近年は局地的な集中豪雨、スーパー台風と言われる 

強風等全国どこでも災害が発生しています。早め早め 

の避難が求められています。 

 関係、隣接町内の皆さんのご協力で早めに避難所 

（市民センター）の設営が可能となり 

ました。更に安心・安全な地域づくり 

を目指したいと思います。 

ご意見を下さい。 
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１．久慈市でコロナ対策避難所運営研修会 

  全国各地で豪雨災害やスーパー台風が頻発しています。久慈市では７月２１日に避難所運営に携わ

る職員約５０名で「新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所運営」の研修会を開いたと報道

されています。 

 コロナ対策での避難所は初動時は公的施設（市民センター、小・中学校）とし、避難者１人当たり

のスペースを４㎡（1.3 坪）に区切り３密を回避する。段ボールベットや簡易型避難所用テント 

（室内テント）を設営し体育室等を区分けするものです。 

 従って小久慈市民センターの収容人員は 25％減の１６８名になります。 

２．小久慈地区の避難所 

  今後はコロナ対策として、市で運営する初動時の避難所は「市民センター、小久慈小学校、長内中

学校」となり、各地区公民館は避難者が多くなった場合は、必要に応じて開設となります。 

 昨年１０月の台風第１９号では市民センターに９２名が避難しています。  

３．研修の目的 

 まちづくり協議会では、センター職員２名で 

コロナ対策での避難所設営、運営は人手が不足 

し厳しいのではと考え、各地区公民館（避難所） 

の役員や市民センターが避難所に指定されて 

いる町内会の役員、関係者、まちづくり役員を 

対象に、コロナ対策の避難所の設営・運営や 

３密を避ける区割り、段ボールベットや簡易型 

避難所用テントの設営等「新たな避難所運営」 

の研修を行い、避難所の設営や運営を皆で考え 

る場を創ることとしました。 

４．研修会では 

  研修会は台風シーズン前として９月 10 日(木) 

18:30 より市民センターで行いました。  

第１部は消防防災課３名の講師により「避難所 

運営とコロナ対策」と題して、久慈市のコロナ 

対策を勉強しました。 

 第２部では市民センター外谷所長より「小久 

慈市民センター(避難所)の運営とコロナ対策」 

と題して、受付から体育室等のレイアウト 

（間仕切り）や高齢者や妊産婦さん等の部屋割り等具体的な設営運営について説明がありました。 

   

「コロナ禍での避難所運営」を学びました 
９月 10 日（木）研修会実施 

「自主防災組織」とは 

○地域住民が協力し、自主的に防災 

活動を行う組織です。 

○市内には２３の組織が結成されて 

います。小久慈では幸町のみで。 

○市では支援として「結成時に 10 万

円」の補助があり、活動費として 

年１回１０万円を上限として補助 

されます。 

○各町内では住民を守る防災活動を 

行い、施設の充実の為にも町内会 

単位で「自主防災会」「自主防災会」「自主防災会」「自主防災会」の組織を 

目指しましょう。 

※小久慈地区の避難所一覧表（R2.4.1 現在） 

№ 施  設  名 収容人数 対象町内会等 

45 小久慈市民センター １６９ 
小久慈全地区 

大沢田・秋葉 

琥珀・上柏木 

46 小久慈小学校 １５４ 小久慈全地区 

42 長内中学校 ３３４ 小久慈全地区 

41 日吉公民館 ４０ 日吉・横合 

43 岩瀬張公民館 ３９ 岩瀬張・上日当 

44 下日当公民館 １６ 下日当 

47 下柏木公民館 １６ 下柏木 

48 文化財保存館 ８３ 幸町 

76 滝地区農業センター １８ 滝 

但し、小久慈町は 1,800世帯、人口 3,900人です。 

                                  

 

 

 

講習を真剣な表情 

で聴き入る参加者 

市民センターの避難所運営について説明する外谷所長 

【写真上】完成した簡易避難所用テント 

【写真下】協力してテントの組み立てを体験 

 小久慈朝市で令和元年久慈市台風 19 号 
「台風災害義援金」募金 を行います。 

～皆さんの温かいご協力お願いします～ 
◎募金は久慈市社会福祉課へ届けます  


